
都市構造可視化の活用
～事例報告～
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１.活用事例
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浸水想定区域×夜間人口

図表等

色：浸水想定区域(最大浸水深)

■５ｍ以上
■２～５ｍ
■０．５～２ｍ
■浸水区域外

高さ：夜間人口
(100人/100m)

浸水想定区域内でも夜間人口が多い場所があることが視覚的にわかる。

補注：都市構造可視化計画、Data SIO NOAA,U.S.Navy NGA, GEBCO
Image Landsat /Copernicus, Google Earth を使用



２.活用事例
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公共交通利用圏と人口分布の関係
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色：公共交通利用圏

■駅・バス利用圏
■駅利用圏
■バス利用圏
■駅・バス利用圏外

高さ：夜間人口
(100人/100m)

駅・バス利用圏（私鉄の線路沿い）が夜間人口が多いことが視覚的にわかる。

補注：都市構造可視化計画、Data SIO NOAA,U.S.Navy NGA, GEBCO
Image Landsat /Copernicus, Google Earth を使用



３.普及活動
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課内の職員へ操作方法を説明
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４.普及活動
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協議時に可視化ソフトを活用して説明
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５.今後の活用
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防災指針策定への活用

図表等
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６.まとめ
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都市構造可視化サイトを活用してみて・・・
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・可視化することで、都市構造の現状把握や都市が抱える課題が
わかりやすくなった。

・３Ｄマウスの操作性がよく、有効に活用できた。

・市が持っている様々な調査データ等を組み合わせることで、
より有益な検討が可能になると感じた。

・様々な分野で活用できる可能性があるため、普及を進める
必要があると感じた。



香川県 高松市
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都市の紹介
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